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各 位 

2016 年１月 27 日 

                      会 社 名 日 立 化 成 株 式 会 社 

                      代表者名 執 行 役 社 長    田 中 一 行 

                           （コード番号 4217 東証第一部） 

                      問合せ先 経営管理本部ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀ長 

高 松 明 彦 

                              (電話：03－5533－7148) 

 

                      

取締役会長および代表執行役 執行役社長の交代に関するお知らせ 

 

 

 
 当社は、2016 年１月 27 日開催の取締役会において、下記のとおり取締役会長および代表執行

役 執行役社長の交代について決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 
 
１．取締役会長および代表執行役 執行役社長の交代 

【2016 年４月１日 就任予定、(  )内は現職】 

 

                   か わ む ら   たかし 

   取締役              川 村     隆 (取締役会長) 

                   た  な  か か ず ゆ き 

   取締役会長            田 中 一 行 (取締役  代表執行役 執行役社長) 

                   ま る や ま   ひさし 

   代表執行役 執行役社長      丸 山   寿 (執行役常務) 

 

 

２．交代の理由 

   現執行役社長の田中一行は、2009 年４月の社長就任以来、「事業の変革」「組織の変革」「人

の変革」の３つの変革を社長方針に掲げ、成長戦略、構造改革の両面から、当社グループがグ

ローバル市場で力強く成長していくための諸施策を推進してまいりました。この間、リーマン・

ショック、東日本大震災等による経営・事業への打撃を余儀なくされましたが、高機能材料、

自動車部品、蓄電デバイス等の全事業に亘り、経営資源をグローバル事業の強化へと機動的に

シフトさせて業績の改善を図りました。その結果、2011 年度 245 億円まで落ち込んだ当社グル

ープの営業利益（日本基準）は 2015 年度 500 億円（国際財務報告基準(IFRS)）に回復する見通

しとなったほか、海外売上収益比率、海外従業員比率は 2014 年度までに共に 50％を超え、2015

年度を最終年次とする中期経営計画において一定の成果を達成しました。 

グローバル競争が一段と熾烈化している中、今後とも当社グループの持続的な成長を達成す

るため、今般、執行役社長の若返りを図ることを決定したものです。新執行役社長は、経営企

画、財務、法務、自動車部品事業等の業務経験を基に、強力なリーダーシップを発揮し、既存

成長事業の強化・拡大はもとより、Ｍ＆Ａ等による非連続の成長にも果敢に取り組み、当社グ

ループの成長、発展に全力を傾注する所存です。 
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３．新任執行役社長の略歴       

丸 山  寿(まるやま ひさし) 

生年月日    1961 年３月８日(54 歳) 

   出 身 地  長野県 

   所有株式数 8,200 株(2016 年１月 27 日現在) 

   学    歴  1983 年３月  一橋大学法学部卒業 

         1999 年３月  サザンメソジスト大学ロースクール(米国テキサス州)修了 

   職    歴 

1983 年４月 当社入社 

2000 年６月 当社社長室広報・IR 担当部長 

2004 年４月 当社コーポレート戦略室長 

2006 年３月 (株)日立製作所 出向 

2008 年４月 当社自動車部品事業部副事業部長 

2011 年４月 当社執行役、CSR 統括部副統括部長 

2014 年４月 当社執行役、CSR 統括部長 

2015 年４月 当社執行役常務(現任)、経営戦略本部長(現任) 

 

 

以  上 


